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17．庄内肥育試験センターの枝肉成績向上への取り組み

中部振興局生産流通部 畜産振興課 1)

○後藤雅昭・木下達矢・山田啓介1)

1 庄内肥育試験センターの概要

大分県農業協同組合由布事業部庄内

肥育試験センター（以下：「肥育セン

タ ー」）は、繁殖農家に対して肥育成

績の データのフィードバック等を行う

こと で、地域内における優良母牛の保

留促 進など、地域の肉用牛振興の一翼

を担 っている。

図 1 肥育センターの概要

2 課題

近年、肥育センターでは以下の課題が明確になってきた。

（1）枝肉重量が低下傾向にあること
（2）前躯の幅が薄い傾向にあること
（3）厚脂の傾向があり、B格付けも多いこと

下図は 2008 年度から 2011 年度までの枝肉出荷成績（去勢）であるが、BMS につ
いては県平均をやや上回る成績であるのに対し（図 2）、枝肉重量については年々
低下傾向にあった（図 3）。

図 2 直近の出荷成績（去勢、BMS） 図 3 直近の出荷成績（去勢、枝肉重量）

そこで、これらの課題を解決するため、特に枝肉重量を中心とした枝肉重量の向上

へ向けた取り組みを行い、一定の成果が得られたので報告する。
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3 活動内容

（1）現行の飼養管理マニュアル（以下：マニュアル）の検証
まず、現状を把握するため、それまで農場で使われていたマニュアルについて、

飼料給与量や採食状況の調査を行うとともに、導入牛について、導入後の体重、

体高、胸囲、腹囲の推移を調査することで、肥育開始後の発育状況を確認、把握

した。

また、現状の把握とあわせて、関係機関とともに検討会を繰り返し開催した。

検討会では、主に以下の点について協議を行い、マニュアルの改正を行った。

ア 骨格、第一胃の発達促進

イ 枝肉重量の大型化に伴う給与量の変更

（2）マニュアルの改正

図 4 改正されたマニュアル

マニュアルは、飼料の給与量だけではなく、肥育ステージごとの飼養管理について

特に注意すべき点等を盛り込んだものとした（図 4）。また、事故防止、同一群内に
おける強弱の差を抑えるため、導入後に必ず除角することとした。

以下に改正のポイントについて述べる。
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ア 骨格・第一胃の発達促進

肥育に耐える丈夫な骨格、胃袋

を作るためには、肥育前期に粗飼

料を食い込ませる必要がある。よ

って、今回の改正では、導入後の

粗飼料は飽食を基本とし、濃厚飼

料についても給与量を見直した（図

5）。
また、大豆粕の給与量を増加、

給与期間を延長することで、肥育

前期の蛋白摂取量を増加させ、前

躯の充実を図るとともに、体重を

図 5 改正のポイント 1 増加させることを狙った。

イ 枝肉の大型化に伴う給与量の変更

最近は増体系の牛が増えているこ

とから、稲ワラについてはすべての

期間で、濃厚飼料については肥育中

期から後期にかけて、給与量を増加

した（図 6）。
また、おおいた肉牛仕上げ用飼料

については、当時厚脂の原因になる

ことが示唆されたため給与期間を 3
ヶ月間短縮することとした。

図 6 改正のポイント 2

（3）マニュアル改正後の進捗状況調査
マニュアル改正後は以下の取り組みによって、進捗状況の調査を行った。

ア 体重測定、採食量調査による発育確認

毎月の市場終了後に関係機関で実施したもので、改正直後には肥育開始から最大

で 5ヶ月間体重測定を行い、発育状況の確認を行った。
また、現在は発育の確認とあわせて、同一群内において個体間の体重差が生じて

いないかを確認するため 3 ヶ月目、15 ヶ月目で体重測定を行っている。
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イ 血中成分分析

マニュアル改正直後には、目視による採食状況確認だけではなく、ビタミン E
や 総コレステロールの推移から採食状況を推測した。

また、大豆粕の給与量・期間を増加・延長させたことから、蛋白給与量が過剰で

ないか確認するため、血中の尿素窒素濃度の推移の把握や、軟便をしていないかな

ど、牛の状態の観察を行い、改正点に問題がないか確認した。

最近は、血中ビタミン A 濃度の推移を確認するため、5・8 ヶ月目の牛群につい
て、また、ズルなどの瑕疵が発生し、血中ビタミン A 濃度が低すぎる可能性が考

え られるため、15ヶ月目についても採血を実施している。

ウ 出荷成績等について関係機関で協議

出荷成績、体重測定、採血の結果についてとりまとめ、発育の進捗状況の確認、

ビタミン給与量、作業手順について関係機関で改善すべき点がないか検討を行って

いる。

4 活動の成果

（1）枝肉成績（去勢）の向上
2012年 2月 9日にマニュアル改正に取 表 1 枝肉成績（去勢）の推移

り組んで以降、枝肉重量、 4・5 率、
ロース芯面積、バラ厚は向上しており、

枝肉重量の低減、前躯幅の薄さという

課題を改善することができた（表 1）。
ただし、皮下脂肪厚は依然として厚

い傾向にあり、改善に向けた取り組み

が必要である。

（2）増加額（去勢）の向上
一日あたり増加額は 2011年度から 表 2 増加額の推移と飼料費との比較

2012 年度にかけて増加し、飼料費の高
騰を上回る成果を得ることができた

（表 2）。

増加額＝売上－導入価格

一日あたり増加額＝増加額/肥育日数
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（3）農協の意識向上
現場作業員に対する取り組みとして、マニュアル改正の説明を行う際には同席

してもらい、出荷成績などをとりまとめて成果を示し、日頃の管理が成績につな

がっていることを認識してもらうように努めた。

その結果、これまでは、現場作業員は牛の状態やマニュアル、成績について興

味を持っていなかったが、最近では個体ごとの飼料摂取の状況等についても話を

聞く機会が増え、人づくりが非常に重要であると実感している。

現在が理想の状況ではないが、今後も積極的に現場作業員を巻き込みながら活

動を行っていきたい。

5 今後の取り組み

（1）厚脂改善と瑕疵低減、枝肉重量のばらつき縮小
特に雌牛で厚脂の傾向があることから、スキャニングを活用した厚脂改善策、

また、瑕疵が散見されることから、瑕疵低減のためのビタミン給与時期等の検討

が必要である。

さらに、同一群内で枝肉重量にばらつきが生じていることから、この差を縮小

するための取り組みが必要である。

（2）他の肥育農家や繁殖農家への波及による管内肉用牛振興
中部管内の肥育、繁殖農家に対し、肥育センターの肥育経過や成績、飼養管理

方法に係る有益な知見を普及することにより、管内の肉用牛振興を図っていきた

い。


